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Ⅲ．研究開発成果
達成度

事業原簿 P９～73

（ⅰ）新太陽電池の評価

①太陽電池評価技術
新型太陽電池の性能評価技術
校正技術の再現性

◎

◎：顕著な成果を
上げる目標を超え
て達成

○：当初の成果を
上げ目標達成

△ 相当 成果を

②発電量評価技術

校正技術の再現性
信頼性評価技術

◎

○

△：相当の成果を
上げたが一部目標
未達

×：充分な成果を
上げられず目標未
達

発電量定格技術
実フィールドにおける実運転性能データベースの構築
日射気候区別の分光日射データベースの構築
分光日射量推定モデルの開発

○ 達

(ⅱ)ＰＶ環境技術の開発
太陽光発電システムのライフサイクル評価に関する調査
高リサイクル性新型モジュール構造の開発

○

(ⅲ) 標準化支援事業及びＩＥＡ国際協力事業等

試験・評価条件あるいは技術ガイドライン等を整備する。 ガイドラインの整備は
太陽光発電フィールド
テスト事業で実施

( )

ＩＥＡ国際協力事業
太陽光発電技術開発動向等の調査
太陽光発電技術開発戦略に関する調査

○ＩＥＡ国際協力事業等

標準化支援
太陽電池モジュール・アレイ及び太陽光発電システム・周辺機器の標準化支援事業
包括的太陽電池評価技術の標準化支援事業

○
２／１４

Ⅲ．研究開発成果
（ⅰ）新太陽電池の評価 ①太陽電池評価技術

事業原簿 P1０

目標 成果
達成
度

今後の課題

・世界をリードする評価技術を

1)

新型太
陽電池
性能評

・新型太陽電池（色素増感、有機薄
膜、多接合、CIS系、化合物など）の
基本的な評価方法を開発
・様々な温度照度スペクトルにおける
各 ジ 高 技

開発（分光感度特性測定技
術・装置を開発した）
・海外の認証機関にも認めら
れた
・約10℃～65℃以上まで可変

◎

・新たに開発される新型
太陽電池評価技術
・光照射効果等を考慮
した性能評価技術性能評

価技術
各種モジュールの高精度評価技術
開発

約10℃ 65℃以上まで可変
できる冷却・加熱装置を新規
開発
・JIS規格，IEC規格等に採用

した性能評価技術
・屋外高精度測定技術

校 技術 確かさ 内 校
・ ソーラシミュレータ法の不確

新技術 基づく絶対

2)
校正技
術の高
度化

・校正技術の不確かさ1%以内の校正
の実現
・大面積化（約2×1.5m程度)モジュー
ル評価に向けた基本的技術要件を
抽出・検証し、大面積化の為の技術

ソ ラシミュレ タ法の不確
かさを１％以内での解析を完
了（（第三者（NITE)認定済）
・大面積モジュール評価技術
の完成
基準モジ ル屋内校正技

◎

・ 新技術に基づく絶対
分光感度法による屋内
校正技術の開発
・薄膜系単接合での検
討，多接合型太陽電池度化 抽 検証 、大面積 為 技術

要件を提示する。
・基準モジュール屋内校正技
術確立：JIS化

討，多接合 太陽電池
への適用可否検討

・太陽電池モジュールや太陽光発電
システムの屋外曝露試験を行い、電
気的物理的な劣化状況に関するデ

暴露試験等 具合事例を 各種劣化因子を加速

3)
信頼性
評価技
術

気的物理的な劣化状況に関するデ
ータを収集、分析、評価等を行うとと
もに太陽光発電システムも含めた劣
化要因について抽出する。

・20～30年の屋外曝露に相当する屋
内での寿命評価試験方法等に い

・暴露試験等の不具合事例を
収集・要素技術試験の結果，
不具合発生機構類推・劣化要
因を抽出
・現行市販モジュールにて有

○

・各種劣化因子を加速
試験へつなぐ試験法の
開発
・特定した劣化要因，新
規不具合発生の監視術 内での寿命評価試験方法等につい

て、モジュール並びにシステムとして
基本的な評価技術を開発し、規格化
に向けた技術要件を整理する。

効な加速係数を獲得
規 具
（調査，暴露の継続）
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Ⅲ．研究開発成果
（ⅰ）新太陽電池の評価 ②発電量評価技術

事業原簿 P11

（ⅰ）新太陽電池の評価 ②発電量評価技術

目標 成果 達成度 今後の課題目標 成果 達成度 今後の課題

1)
発電量定格技術の 標準モードに対する発

線形内挿方式を用い
た発電量計算方式に
より、日積算発電量

○
アレイ、システムへの適

1)
発電量定格技術の
研究開発

標準モ ドに対する発
電量計算方式の開発

より、日積算発電量
の計算精度が±５％
以内を達成（結晶シリ
コン系）。

○
アレイ、システム の適
用範囲の拡大と標準化

PVシステムの実フィ

2)
実フィールドにおけ
る実運転性能デー
タベースの構築

PVシステムの実運転性
能データベースを構築。

PVシステムの実フィ
ールドにおける運転
データを計測・収集。

○
データベース化。
アレイ代表温度の測定
指針の取りまとめ。

3)
日射気候区別の分
光日射データベー
スの構築

日射特性が異なる5地
域において分光日射等
の精密観測を実施し、
データベースを構築。

２年間以上の分光日
射等観測値の収集。

○
分光日射データの補正、
欠測や異常データの取
り扱い

4)
分光日射強度推定
物理モデルの開発

地表面での分光日射強
度を推定するモデルを
構築

太陽光の直達成分・
散乱成分を分離でき
る分光日射強度推定
物理モデルを構築

○
雲微物理改良型局地気
象モデルのライダー実
測値に基づく精度検証。

物理モデルを構築
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Ⅲ．研究開発成果
（ⅱ）ＰＶ環境技術の開発

事業原簿 P１２、67

（ⅱ）ＰＶ環境技術の開発

太陽光発電システムのライフサイクル評価に関する調査 みずほ総研（H18 ～20）

目的 太陽光発電のエネルギ 環境面の効果を定量的に評価し 周知させることを目的として目的：太陽光発電のエネルギー・環境面の効果を定量的に評価し、周知させることを目的として、

ライフサイクルの評価およびツールの開発を実施する。
結果：
○インベントリデータ（各プロセスの入出力データ）の収集を行い、住宅用・公共施設等用のそれぞ
れについて、これまでには行ってこなかった廃棄段階も含めたライフサイクルインベントリデータを
算定・分析した。
○算定結果を普及・啓発するため、一般消費者や研究開発者が製品仕様や一部条件等を変更し
算定を行うことのできるMS-EXCELを用いた算定ツールを開発した。

高リサイクル性新型モジュール構造の開発 昭和シェル（H18～19）

目的：リサイクルが簡単でかつ耐久性の高いモジュールを開発する。
結果：恒温恒湿試験に耐えられ、かつリサイクル容易な構造が提案できた。

恒温恒湿保管試験（８５℃ ８５％１０００ｈｒ）の結果新型モジュール構造 ５／１４



Ⅲ．研究開発成果
（ⅱ）ＰＶ環境技術の開発

事業原簿 P８

試験・評価条件あるいは技術ガイドライン等を整備

・基本計画で述べられているが、よりガイドラインが必要である
｢太陽光発電 ド 事業 整備 た｢太陽光発電フィールドテスト事業｣で整備した。
・編集委員に｢発電量評価｣の実施者参加している。

平成20年3月発行
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太陽光発電システム関連の国際標準化体制

Ⅲ．研究開発成果
(ⅲ) 標準化支援事業

IEC:国際電気標準化機関
太陽光

事業原簿 P６８

太陽光発電システム関連の国際標準化体制
IEC/TC82 (Solar photovoltaic energy systems)

Chairman ：Mr Heinz Alexander Ossenbrink (DE) 
Secretary ：Mr Howard O Barikmo (US) 

WG1  (用語) Convenor : Mr Hidenori Shimizu (JP)

IEC/TC82

TC82:太陽光発電システム

WG1  (用語) Convenor : Mr Hidenori Shimizu (JP)
WG2  (セル・モジュール) Convenor : Mr John H. Wohlgemuth (US) 
WG3  (システム) Convenor : Mr Ted Spooner (AU) Mr Martin Cotterell (GB) 
WG6  (周辺機器) Convenor : Mr Charles Whitaker (US) 
WG7  (集光) Convenor : Mr Robert M'Connell (US) 
JCWG(村落発電) Convenor : Mr Alain Schmitt (FR)JCWG(村落発電) Convenor : Mr Alain Schmitt (FR)

太陽光発電システム
標準化総合委員会
(第８２小委員会)

太陽光発電標準化委員会 (JEMA)
・ＰＶ標準化推進 分科会統括

・IEC/TC82 WG７ JCWG審議参加

JISIEC

(第 小委員会)
委員長：黒川浩助

（JEMA）
・ＰＶ標準化の全体統括

・IEC/TC82の国際規格策定
活動推進

・IEC/TC82 WG７,JCWG審議参加

太陽光発電用語分科会 (JEMA)
・用語関連JIS作成

・IEC/TC82 WG1審議参加
活動推進

太陽光発電モジ ル

太陽光発電システム・機器分科会 (JEMA)
・システム・パワコン関連JIS作成

・IEC/TC82 WG3,6審議参加

太陽光発電モジュール・
アレイ分科会 （JEMA)
・モジュール・アレイ関連JIS作成

連係

モジュール・アレイ及び太陽光発電

システム・周辺機器の標準化支援事業

（財）日本電機工業会

包括的太陽電池評価技術の

IEC/TC82/WG2国内対策
委員会(OITDA)
・IEC/TC82 WG2審議参加

新型太陽電池標準化委員会

(OITDA)
・セル・モジュール関連JIS作成

連係
標準化支援事業

（財）光産業技術振興協会

７／１４



Ⅲ．研究開発成果
(ⅲ) 標準化支援事業

事業原簿 P６８～72

個別研究開発項目の目標と達成状況

目標 成果 達成度 今後の課題

1)
内外の動向調
査 等

IEC審議状況及び国内研究状況の調査
IECの動向と電中研の
研究状況を報告書に
記載

○
アーク対策の国内
展開

各規格の改訂審議及び整合化
①IEC61836を2007年

日本からIEC61836
の次期バ ジ ン

2)
用語に関する
標準化の検討

各規格の改訂審議及び整合化
①IEC規格改訂審議
②JIS改訂

①IEC61836を2007年
に改訂
②JIS C 8960を2010
年に改訂予定

○
の次期バージョン
への用語提案
JIS C 8960への新
規用語追加

① JIS一次素案作成
IEC62116 のモ

3)
システム・機器
に関する標準
化の検討

各規格の作成
①太陽電池アレイ出力のオンサイト測定方法
②パワーコンデショナ単独運転防止試験法
③パワーコンデショナ安全性（設計）標準
④太陽光発電システムの電磁両立性

① 次素案作成
②IEC62116を2007年
に発行 JISを2010年
に発行予定
③JIS一次素案作成
④TSを2010年に発行

○

IEC62116へのモー
タ負荷の国際標準
化
ブロッキングダイオ
ードの国際標準化
ア ク対策提案

予定
アーク対策提案

4)
モジュール・ア
レイに関する
標準化の検討

各規格の作成
①モジュール・アレイ安全適格性確認／設計法
②モジュール・アレイ安全適格性確認／試験法

①JIS C 8992-1を
2009年に発行予定
② JIS C 8992-2を
2009年に発行予定

○

JIS C 8955（アレイ
支持物設計標準）
のアップデート
互換性標準の限標準化の検討 ③モジュール・アレイ互換性標準

2009年に発行予定
③ JIS二次素案作成

互換性標準の限
度値設定

5)
包括的太陽電
池評価技術に

①多接合および色素増感の規格
②CIS系太陽電池の標準仕様書
③包括化規格

① JIS 6件､他1件制定
② TS 5件提出
③ JIS 3件提出 ○

IEC規格体系と整
合するJIS新規整

事業原簿 P68－７１

関する標準化 ④形式認証規格の改正
⑤国際規格（IEC)への提案／採用

④JISC8990と91改正
⑥ IEC提案7件

○
備

８／１４

ＩＥＡ ＰＶＰＳの位置づけ

Ⅲ．研究開発成果
(ⅲ) ＩＥＡ国際協力事業等

事業原簿 P７２

ＩＥＡ-ＰＶＰＳの位置づけ
エネルギー研究開発委員会IEA ＣＥＲＴ

ＰＶＰＳ 太陽光発電ｼｽﾃﾑ研究協力実施協定

理事会 再生可能エネルギー技術作業部会ＲＥＷＰ

Ｂｉｏ ｅｎｅｒｇｙ
Ｇｅｏｔｈｅｒｍａｌ Ｅｎｅｒｇｙ
Ｈｙｄｒｏｇｅｎ
Ｈ ｄＨｙｄｒｏｐｏｗｅｒ
Ｓｏｌａｒ Ｈｅａｔｉｎｇ ａｎｄ Ｃｏｏｌｉｎｇ
Ｓｏｌａｒ Ｐｏｗｅｒ Ｃｈｅｍｉｃａｌ Ｅｎｅｒｇｙ Ｓｙｓｔｅｍｓ
ＷｉｎｄＷｉｎｄ

ＥＵＷＰ （エネルギー最終用途作業部会）

ＦＦＷＰ （化石燃料作業部会）

ＦＰＣＣ （核融合調整委員会）

ＳＯＭ （石油市場問題常設作業部会）

ＳＥＱ （緊急時問題常設作業部会）

（注） IEA:    International Energy Agency
（国際エネルギー機関）

CERT: Committee on Energy Research
and TechnologyＳＥＱ （緊急時問題常設作業部会）

ＳＬＴ （長期協力問題常設作業部会）

ＮＭＣ （非加盟国委員会）

and Technology
EET:    Energy Efficiency Technology

and R&D
REWP: Renewable Energy Working Party
PVPS :Photovoltaic Power Systems ９／１４



Ⅲ．研究開発成果
(ⅲ) ＩＥＡ国際協力事業等

事業原簿 P72-73

活動目的 参加各国が経験 知見を提供しＰＶの普及に努める

ＩＥＡ-ＰＶＰＳ実施協定 タスク概要

活動目的： 参加各国が経験・知見を提供しＰＶの普及に努める
（レポート、出版 ワークショップ開催等）

IEA PVPS 各タスクの概要

タスクNo タスク名称 現状 タスク目的 

タスク１ PVシステムに関する情報交換と普及（広報） 継続
ＰＶ産業及びその他の関係者にPVシステムの技術、経済、環境及び社会的な側
面に関する情報を提供し、PV市場開拓の参考に資すると同時にPVシステムの普
及を図る及を図る

タスク２
PVシステムとサブシステムの運転性能、保守及
び評価　（データベース ）

終了：タスク13
に移行

PVシステム及びコンポーネントの運転性能に関する情報（データ）を収集、分析、
評価して実用的ガイドラインを導き出し、ＰＶ産業及びその他の関係者が有効活用
できる便を図る

タスク３
独立 形及び離 島用PVシ ス テ ム の利用（タスク
Ⅸのハード版）

終了：タスク11
へ移行

独立形及び離島応用におけるPVシステムの技術的品質と費用効果性の改善を
図るⅨのハ ド版） へ移行 図る

タスク８　
大規 模太陽光 発電に関する調査研究（タスクⅥ
の発展的タスク）

フェーズ４延長
承認2009年ス
タート

数MWから数GW以上の容量の砂漠における大規模太陽光発電システムの実現
可能性を調査・検証し、将来のVLS-PVの実現に向けた実証研究のための実用
的なプロジェクト提案を創り上げる

タスク９
PV技術の普及：発展途 上国との協力（タスク３
のソフト版） 〔途上国における太陽 光発電 2009終了予定

IEA/PVPSプログラムと発展途上国、開発銀行、支援機関、OECD等のPV専門家
との協力及び情報交換によ て 途上国におけるPVシステムの全体的普及を更タスク９ のソフト版）　　〔途上国における太陽 光発電

サービス に名称変更：承認済〕
2009終了予定 との協力及び情報交換によって、途上国におけるPVシステムの全体的普及を更

に促進する。アフリカへのPV普及（水ポンプへの活用提言）

タスク１０　 都市 規模で の 系統連系PVの応用 2009終了予定
都市環境における系統連系型ＰＶの大規模応用の機会を促進するための技術
的・経済的指針やデータベースの作成

タスク１１ PVハイブリ ッ ド・ ミ ニグリ ッ ド 2006開始
ハイブリッド電力システムと、関連するミニグリッドにおける技術的に適切で競争
力 ある電源と 技術 役割 促進

タスク１１ PVハイブリ ッ ド ミ ニグリ ッ ド 2006開始
力のある電源としてのＰＶ技術の役割の促進

タスク１２ PVに係 わる健康 、安 全、環 境（HS&E） 2007年新設 太陽光発電システムの人体・環境への影響、リサイクル

１０／１４

Ⅲ．研究開発成果
(ⅲ) ＩＥＡ国際協力事業等

事業原簿 P72-75

ＩＥＡ-ＰＶＰＳ実施協定 各タスクのスケジュール

タス
ク

運営・管理 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09

１ 資源総合シス
テム（株）

Ｐｈ １ Ｐｈ ２ Ｐｈａｓｅ３
２ ＰＶＴＥＣ（産総

研）

３ NEDO
Ｐｈａｓｅ１ Ｐｈａｓｅ２

Ｐｈａｓｅ１ Ｐｈａｓｅ２ Ｐｈａｓｅ３ 新タスク１３へ

８ NEDO
（黒川教授、み
ずほ情報総研）

Ｐｈａｓｅ１ Ｐｈａｓｅ２

Ｐｈ １ Ｐｈａｓｅ２

Ｐｈａｓｅ３ Ｐｈａｓｅ４

９ JPEA / NEDO

１０ みずほ情報総研
(株)/ NEDO

Ｐｈａｓｅ１ Ｐｈａｓｅ２

１１年

１１

１２

NEDO

NEDO
２００９から参加

１１年

・ＯＡ：Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ Ａｇｅｎｔ － タスク参加国から選出（執行委員会で承認）
・ＯＡの責務：タスク専門家会議の運営（年２回開催が原則）

タスクのワークプランの管理と効率的な運営 １１／１４
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Ⅳ．実用化の見通しについて
－共通基盤技術による周辺基盤整備－

事業原簿 P77-80

・太陽電池性能評価技術，発電量評価技術の開発を推進し，多くの標準化に結びつ
け 認証機関等によるPVの評価方法に使えるようにした

総
評け、認証機関等によるPVの評価方法に使えるようにした。評

成果の見通し開発項目 残された課題

開
発
項

・新型太陽電池の評価
技術開発

●初期性能変化を含め
た高精度屋外評価への
展開。
●低コスト新校正技術。

● 射 ペク デ タ

●モジュールの分光感度特性測定技術・装置を開
発した。 →各種電池の高精度測定が可能になる。
● ソーラシミュレータ法の不確かさを１％以内で
の解析を完了（（第三者認定済）

項
目
と
実

技術開発
・発電量評価技術開発
・信頼性評価技術

●日射スペクトルデータ
ベースの整備と発電量
計算方式の普及。

●劣化因子と症状に対
応する加速試験の開発

●線形内挿方式を用いた年間発電量計算方式を
開発した。日射量のテータベースを活用し年間発
電量を５％の誤差で推定できた。

IEC６１８５３として提案した。
●屋内加速試験装置による加速試験開発（温度・実

用
化･ ●CIS,薄膜Si等のLCA調査完了した。

・LCAの調査

す 試験 開発
と実証。

●次世代PVのLCAの実
施

●屋内加速試験装置による加速試験開発（温度
光照射）ができた。

･

事
業
化

・IEAでの情報収集等 ●情報収集ができた。
●継続した情報収集の実
施

施

●安全性 発電量定格化
●評価技術の標準化の推進できた。・標準化支援

●安全性、発電量定格、
長期信頼性等の標準化
推進

１３／１４



Ⅳ．実用化の見通しについて
成果の対外的な広報活動

事業原簿 P15

－成果の対外的な広報活動－

Ｈ２１．９現在

H18 H19 H20 H21 計

特許出願 ２ ９ １ ０ １２件特許出願 ２ ９ １ ０ １２件

論文（査読付き） 2 ４ ８ 3 １７件

研究発表・講演 13 24 38 16 ９１件

受賞実績 １ ０ ０ ０ １件

新聞・雑誌等への掲載 2 2 1 ０ ５件

展示会への出展 2 2 2 2 ８件展示会への出展 2 2 2 2 ８件

JIS規格・IEC規格等への貢献 ０ 7 3 9 １９件

１４／１４


